
 

 

 

 

 

  

島根グリーンビジネス 
関連製品・サービスガイドブック 

<令和６年３月発行＞  

島根県 商工労働部 産業振興課 イノベーション推進係  



 

 

目次 
 
 
CHAPTER１ トップインタビュー ····················································································· 1 
アースサポート株式会社 ············································································································································ 2 
株式会社研電社 ···························································································································································· 5 
大福工業株式会社 ························································································································································ 8 
三菱マヒンドラ農機株式会社 ·································································································································· 11 
株式会社ミライエ ······················································································································································ 15 
株式会社守谷刃物研究所 ·········································································································································· 18 
 
 
CHAPTER２ グリーンビジネス関連製品・サービスの紹介 ············································· 23 
 
■エネルギー関連製品 ······································································································ 23 
エネルギーマネジメントシステム（EMS）「エネ達」（山陰酸素工業株式会社） 
垂直太陽光発電システム「ソラミンゴ」（山陰酸素工業株式会社） 
プラズマスプレー法を用いた高機能粒子製造装置及び受託試験（竹内電機株式会社松江研究室） 
高所設置 LED 表示板で無駄になる上向き光を有効利用する砲弾型 LED（株式会社トリコン） 
工場の省エネを強力にサポートするシステム・サービスを提供（株式会社ハマ電機） 
制御盤の設計・製作（樋野電機工業有限会社） 
バイオマス発電所及びバイオ炭の活用（木質チップガス化発電）（株式会社藤井基礎設計事務所） 
「らいじん君」(レセプター)、「雷伝」(ダイバータストリップ)（株式会社守谷刃物研究所） 
 
■自然由来製品 ················································································································· 32 
1 枚の紙が世界を変える！？ バナナペーパーのご案内（株式会社河内） 
添木結束クランプ（株式会社協栄ファスナー工業） 
バンブークランプ（株式会社協栄ファスナー工業） 
オーダーメイド型紙製什器「しまね D ブリッヂ」®（株式会社タカハシ包装センター） 
ベントナイト（島根県大田市産）製品（日本ベントナイト工業株式会社） 
脱プラスチックに貢献する、竹・木製品の提供（株式会社ひろせプロダクト） 
リグノフェノール（株式会社藤井基礎設計事務所） 
 
■資源循環・環境保全 ······································································································ 40 
太陽光パネルリサイクル、プラスチックマテリアルリサイクル（アースサポート株式会社） 
遠隔監視/操作機能付き BMS を活用したリユースバッテリー製品展開（I-PEX 島根株式会社） 
廃タイヤビードワイヤー除去装置【ビードヌッキー】（株式会社イワタクリエイト） 
電気浸透脱水機 ELO-Ms(汚泥脱水機)/スリットセーバー(固液分離機)（株式会社研電社） 
ファイバーレーザー加工機/サーボプレスブレーキ/ファイバーレーザー溶接機（株式会社研電社） 
リサイクル材料を用いた安定成型の実現（城東化成株式会社） 
セラミックサンド（株式会社丸惣（石州瓦工業組合）） 
重金属類吸着剤メタルグリッド A（大福工業株式会社） 
パーライト再生（日本ベントナイト工業株式会社） 
アクアミキサー～気体を液体に効率よく簡易に溶し込む、水の都の特許技術～（松江土建株式会社） 
イージージェット（株式会社ミライエ） 

  



 

 

ガイドブック作成にあたって 
  

島根県では、今後の成⾧が期待される「エネルギー関連製品」「自然由来製品」「資源循環・
環境保全」などのグリーンビジネス関連産業の振興を進めています。 

この度、県内のグリーンビジネス関連製品やサービスをまとめた「島根グリーンビジネス
関連製品・サービスガイドブック」を編纂いたしました。このガイドブックは、グリーンビ
ジネス関連製品やサービスの導入を検討されている方々、関連企業との連携や取引を模索
されている皆様のための情報源となることを目指しています。 

どうぞご活用いただき、さらなるビジネスの発展にお役立てください。 
 

お問い合わせ先 
  
●本ガイドブックの掲載内容に関するご質問やご照会は、各企業あるいは下記にお問い合

わせください 
 島根県メールアドレス：greenforum@pref.shimane.lg.jp 
 

留意事項等 
 
●著作権について 
•「島根グリーンビジネス関連製品・サービスガイドブック」に掲載されている文章や写真、

イラスト、画像などの著作権は、「島根県」又は「コンテンツ提供者」にあります。 
•「私的使用のための複製」や「引用」などの著作権法上認められた場合を除き、無断で転

用・引用することができません。 
• 本ガイドブックの利用許諾については、下記の連絡先までお問い合わせください。 
 
 
 
 
 
●本ガイドブックに掲載されているホームページの内容について 
• 本ガイドブックに掲載されているホームページの内容に関して、島根県はいかなる責任も

負いません。 
• 掲載ホームページの内容に関するお問い合わせは、それぞれのホームページの管理者へお

願いします。 
 
●免責事項 
• 島根県は本ガイドブックを通じて掲載者が提供した一切の情報について、その真実性、正

確性、有用性、最新性、適応性、その他第三者の権利を侵害していないことについて、一
切保証するものではありません。 

• 本ガイドブックは、掲載者及び閲覧者への事前の通知なくして全部、又は一部を変更、停
止、又は廃止できることとします。島根県は、本ガイドブックを変更、停止又は廃止した
ことにより、掲載者及び 閲覧者又は第三者に不利益又は損害が発生したとしても一切責
任を負いません。 

• 島根県は、掲載者及び閲覧者が本ガイドブックの利用に関して被った損害について、一切
責任を負いません。 

島根県商工労働部産業振興課 グリーンビジネス担当 
TEL:0852-22-5293  FAX:0852-22-5638 
Email: greenforum@pref.shimane.lg.jp 
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アースサポート株式会社 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脱炭素型資源循環システムでカーボンニュートラル社会の実現へ 

キーワードは資源循環。太陽光パネルやプラスチック資源の再利用のほか、不用品の再利用

も行い、資源循環を実現する社会システムの構築を目指しているアースサポート株式会社。

環境ビジネスを成立させるポイントを、代表の尾﨑氏にうかがった。 

 

 

 

 

【インタビュー】 

右：代表取締役社⾧ 尾﨑 俊也 氏 

左：業務・施設部⾧ 佐藤 将吾 氏 
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Q1. グリーンビジネスを始めたきっかけ 

A. 法整備への期待と地域の脱炭素エネルギーの流れ 

 太陽光発電に使用する太陽光パネルは、災害による損壊や、寿命による 2030 年代後半以

降の大量廃棄が懸念されています。そうした背景から、太陽光発電パネルのリサイクル事業

への参入については以前より当社にて検討を重ねておりましたが、公共施設で使用する電

力を再生可能エネルギーで賄うため、松江市役所や地元銀行が協力して太陽光パネルの大

量設置を進めるという流れを受け、不要となった太陽光パネルをリサイクルする受け皿が

いよいよ必要になると考えました。且つ、県内では現在その受け皿となる業者がいないとい

う現状も相まって、この度本格的にリサイクル施設導入に向け舵を切りました。 

 現行法では、廃棄された太陽光パネルについ

てリサイクル義務はありませんが、ガイドライ

ンが制定されるなど、埋立処分ではなく、リユ

ース・リサイクル推進の動きが出ています。実

際にリサイクルの法整備が進めば、リサイクル

やリユースせざるを得なくなります。先行して

事業を行うメリットは大きいと考えておりま

す。 

 

Q2. 苦労したことなど 

A. 地域社会からの信頼の獲得 

 コロナ禍以降は廃棄物処理に関わる仕事は「エッセンシャルワーカー」として認知してい

ただきとても嬉しく思っていますが、以前は廃棄物処理業者のイメージはあまり良くなか

ったと感じます。そこで、イメージを払拭し、ステークスホルダーの信頼を得るために、積

極的な情報公開や地域貢献活動を行ってきました。地元自治会様と環境協定を締結し、定期

的に施設見学を行ってもらっていますし、当社の環境活動をまとめたパンフレットを各戸

に配布しています。地元小学校への出前授業の実施等、⾧年にわたる地道な積み重ねを通じ

て地域の皆様とコミュニケーションを図ることで、我々の事業に対するご理解が進んだと

感じています。また、2014 年には地元プロバスケットボールチーム「スサノオマジック」

の社⾧をお引き受けし、地域活性化の一端を担う

ことが出来たと感じています。 

 新しい事業やビジネスを始めるうえで設備導

入は必要ですから、その際に環境への配慮を行っ

た地域社会にとって必要な施設であることを十

分に説明し、地域の方にご理解いただくようにし

ています。信頼関係の構築は新しい事業を始める

うえで最も重要な要素だと捉えています。 
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Q3. 今後の展望を教えていただけますか？ 

A. 連携によってグリーン市場を広げる 

 我々の市場は将来的に減少していくことが見込まれています。日本の人口は減っていきま

すから、それに比例して廃棄物の総量も減っていくという理屈です。今後市場規模が縮小し

ていく中で必要になるのは、M&A を含む他社との事業連携だと考えております。現在、当

社ではプラスチックマテリアルのリサイクル事業も行っており、こちらは親会社であるア

カルタスホールディングスグループ各社の事業を連携させることにより、リサイクルスキ

ームを展開しています。当社にて回収したプ

ラスチックを、グループ会社でプラスチック

のリサイクル材料に加工し、国内外に販売し

ます。グループにおけるプラスチックのリサ

イクル材料の売上は現状で約 7 億円に上り

ます。今後も連携先を増やして、グリーンビ

ジネスの市場シェアを増やしていくことが

必要だと感じています。 

 

 

 

■アースサポート株式会社 

〒690-0025. 島根県松江市八幡町８８２－２ 

TEL：0852-37-2890 

FAX：0852-37-2892 

https://www.earth-support.jp/ 

--------------------------------------------------------------------------------------------- 

父でもある先代社⾧が、ビルの総合メンテナンス会社として創業、1984 年に清掃会社を

M&A。更に、廃棄物事業をスタートさせ、山陰両県では 5 割を超えるシェアを獲得するま

で成⾧。今回、太陽光パネルなどのリサイクル事業も開始することで、脱炭素型資源循環社

会の実現を目指す。 
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株式会社研電社 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ものづくり日本大賞も受賞したライフサイクルコストを下げる開発 

工場排水や畜産施設から発生する汚泥の処理、産業排水処理等のし渣除去・汚泥濃縮で用い

る従来の設備は多くの水を使用し、設置のために広いスペースが必要だった。株式会社研電

社が開発した「スリットセーバー」は、これらの課題を解決し、様々な顕彰も受けている製

品である。エコで機能的なものづくりの裏側の話を聞いた。 

 

 

 

【インタビュー】 

左：代表取締役社⾧ 石飛 龍一 氏 

右：製造部 製造第２課 課⾧ 大田 賢二 氏 
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Q1. グリーンビジネスを始めたきっかけ 

A. 祖父が装置を開発し、親子で高度化を実現 

 「スリットセーバー」の開発は、初代社⾧だった祖父から始まり、およそ 2000 年に、祖

父が 「洗浄水を使わない円盤型の固液分離装置」を製作しました。画期的な製品でしたが、

濾過面の目詰まり解消が課題でした。時は流れ、2005 年に 2 代目の社⾧となった父が、楕

円型の固液分離装置を開発し課題を解決しました。これにより、目詰まりを防止することで、

し渣除去・汚泥濃縮・脱水が可能になりました。私が３代目となった今、現行モデルはいわ

ば第四世代機であり、圧搾力を強化、脱水を追求したモデルになります。 

 このモデルの開発に至る前に、低コスト化と高機能化を実現した第三世代の開発があり

ました。開発した経緯は、まだ父が社⾧の時、リーマンショックにより収益が減少しました。

このままでは廃業せざるを得ず、何とかして利益を確保する必要がありました。そこで私は、

導入現場に足を運び、製品を１から見直しました。調査の結果、スリットセーバーの濾過面

を全て使い切らずとも、濾過面前段の方で固液が

問題なく分離できていました。そこに着目し、濾

過幅を広げて距離の短い製品を開発すれば、機能

は同等でコストが削減できると考えました。この

開発で、部品の単価は増加しましたが、部品点数

が大幅に削減でき、仕入れコストが低減しました。

従って、コスト低減により、市場優位性が生まれ、

利益が確保できるようになりました。 

 

Q2. 苦労したことなど 

A. 技術者目線と経営者目線の両輪で、会社を立て直す 

 環境へ配慮した製品を開発し、改良を続けて、よりエコで高機能なものを作り続けていら

れるのは、私が技術者でありつつ、経営者思想を持つからだと思います。私の社⾧就任当初、

会社は赤字でした。それまでの原価計算は、どんぶり勘定であったことや、繁忙期に抱えざ

るをえない過剰在庫の問題もありました。良い製品を作るには、エンジニアリングチェーン

はもちろん、経営方針まで見直す必要がありました。例えば、決算時期は繁忙期を避けるよ

うに移動、在庫発注点を見直すなど、社⾧就任後はそのようなことから始めました。 

 持続可能な社会に向けて環境に配慮するのは当然ですが、それで企業が存続できなけれ

ば持続的とは言えません。やはり、従業員を抱える以上は収益の確保が最重要課題です。就

任当時は代理店に任せきりだった営業活動は、現在取締役専務を筆頭とし、社内一丸となり

取り組むようになり経営が回復傾向に転じました。しかしながら、世の中は成⾧を続けます。

同じ製品を販売し続けるということは時代遅れになると考え、第四世代のスリットセーバ

ーの開発に取りかかりました。「性能の高い製品を作る」という技術者目線と同時に「利益

を出すためにコストを下げられないか」という経営者目線で開発をしたことで、結果的にエ
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コな製品の開発に繋がりました。 

 例えば、通常のステンレスより強硬度材であ

る二相系ステンレスに代替したことで、材料の

薄肉化と製作工数を減らすことができました。

しかしながら、薄肉材料の溶接は熟練技術を伴

うため、大田課⾧と共同で生産方法をさらに改

善しました。性能・品質は高く維持しつつ、作業

者負担を上げずコストを下げる工夫が、グリー

ンビジネスと言われる社会には必要なものかも

しれません。 

 

Q3. 今後の展望を教えていただけますか？ 

A. サプライチェーン全体の脱炭素化に貢献するグリーンビジネスを目指す 

 カーボンニュートラルに貢献する事業は、今後も増えていくと思います。それが今後、利

益の確保に繋がるとも考えます。環境に良い機械・製品を作る会社は、その製造工程でも環

境への配慮が重要です。例えば、ユーザ出荷後の製品自体は洗浄水の低減・省スペース化等

で、省エネを実現できていても、出荷前の製造工程で大量の水や電力を消費していたら、製

造コストの増加に加え、CO2 の排出量も増加します。それではエコ製品とは言えなくなる。

第四世代機は、作業工数を減らすことで電力消

費を抑え、使用する部材を減らしサプライチェ

ーン全体の脱炭素化に貢献したいと考えます。

従って、本当の意味でグリーンビジネスを成立

させるためには、ユーザの観点での環境問題へ

の配慮、製造の観点での環境配慮、その双方を

同時に解決することが、研電社の進むべき方向

性ではないかと考えます。 

 

■株式会社 研電社 

〒693-0043 島根県出雲市⾧浜町 1372-15 

TEL：0853-28-1818 

FAX：0853-28-2858 

https://www.kendensha.co.jp/ 

--------------------------------------------------------------------------------------------- 

1958 年に現社⾧の祖父が、車のバッテリーやライトなどの電装関連の整備工場を創業。顧

客の課題解決に真摯に向き合ううちに、事業内容も次第に変化していく。遠心分離機のメン

テナンスを始めたことがきっかけで、排水処理分野へ参入していく。 
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大福工業株式会社 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会の地盤を美しく整える 

重金属系の有害物質の吸着剤を作り、土壌や水中の環境改善を行っている大福工業株式会

社。同社のグリーンビジネスへの参入は、製品の効果に責任を持つという使命感と、厳し

くなる法規制に先手で対応していく必要性を感じたことがきっかけ。早稲田大学と共同で

環境改質剤の研究・開発を行い、先端の環境配慮型商材で社会の地盤を支えている。 

 

 

 

【インタビュー】 

常務取締役 神田 卓 氏 

環境技術部 顧問 小村 一行 氏 

環境技術部 主管 三代 江里子 氏 
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Q1. グリーンビジネスを始めたきっかけ 

A. わからないことを探求する中で環境保全製品の開発に繋がった 

 わからないことに関して、「自分達で突き詰めて理解しよう」とする姿勢が社内にあったこ

とが、「メタルグリッド A（以下 A）」の開発に繋がったと思います。当社は、公共事業の土

木・建築業者ですので、本来であれば商品開発はしません。土壌の改善がしたいのであれば、

必要な改良剤を購入すれば良いのです。ただ、自分達が使用するものの製造工程や試験結果

を自分の目で確認せずに使うことが、「施工業者としての責任」を果たしていないようで嫌

だったんです。 

 「じゃあ自分達が使う改良剤が、どれだけ土壌改質できるのかを、自分達の目で確かめよ

う」となりました。専用施設を作り、試験を繰

り返していたら、高機能な吸着剤の開発に繋が

ったのが当該製品のきっかけです。「これはすご

いビジネスになる」とか、そのような考えはあ

りませんでした。もともと、製造業だったこと

もあり、会社として製品を開発することが「当

たり前」という気風があるのかもしれません。 

 

Q2. 苦労したことなど 

A. 厳しくなっていく規制に対応しつづけなければならない 

 そもそもなぜ開発を始めたかというと、どんどん厳しくなっていく土壌汚染対策法に対応

しなければいけないからです。土壌改質の現場では、工場などから排出された有害物質の土

壌や水中への拡散をどれだけ減らせるかが求められています。根本的な解決策としては、汚

染された土を清浄な土と入れ替えるしか方法はありませんが、コスト面を考えると高性能

な重金属吸着剤を使って、汚染物質の拡散を防いだ方が安く済みます。 

 当社は、建設残土を改質して、盛土として再利用しています。このため、その土に含まれ

る有害物質の拡散を抑える必要があり、開発に乗り出しました。初めに開発したのは「A」

の前身となる「Z」という製品です。西日本では島根県でしか採掘できない「ゼオライト」

という鉱石を材料として用います。この鉱石

は、土壌改質や水質改善、脱臭効果が期待で

きるのですが、セレンやフッ素、ホウ素、六

価クロムなど、吸着が困難な物質があり、新

製品の開発が望まれていました。その課題を

解決したのが、シリカやアルミナを使った吸

着剤「A」です。「A」は鉱山・鉱物の研究を

している早稲田大学との共同で開発してお

ります。「ゼオライト」の共同研究からの付き
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合いがあり、分野の先端で研究しておられる先生のアドバイスはありがたかったです。 

 その成果もあり、「A」は「Z」に比べてより多くの有害物質を吸着でき、さらに吸着量も

5 倍ほどになりました。 

 

Q3. 今後の展望を教えていただけますか？ 

A. 大型プロジェクトに備える 

 建設残土の再利用や土壌改質などは、法規制が厳しくなっています。重金属などの有害物

質の吸着剤の需要は増えていくと思います。四国新幹線計画など全国各地の大型プロジェ

クトではに、盛土や土壌改質もセットになるはずです。こうした国内需要に対応していくた

めには、まずは製品の存在を知ってもらわなければなりません。現在は、商社や代理店はも

ちろんのこと、国内の建設コンサルタントに

営業をしています。川上の業界に認知しても

らうことで採用率が高くなりますから。 

 また、引き続き、大学と共同でさらに吸着

力の高い新製品の開発も行っております。公

共事業は地球環境の改善にも影響しますか

ら、当社の開発が少しでもこれに貢献出来れ

ば本望です。 

 

 

大福工業株式会社 

〒693-0017 島根県出雲市枝大津町 2 番地 7 

TEL：0853-21-4151 

FAX：0853-21-4152 

https://www.daifuku-izumo.co.jp/ 

--------------------------------------------------------------------------------------------- 

1958 年、コンクリートブロックの製造会社として創業。ほどなく施分野にも参入し、土木・

建築へと事業内容がシフトしていく。現在では、公共事業に関わる土木・建築をメイン事業

としながら、地盤改良、リサイクル、福光石の採掘なども行う。 
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三菱マヒンドラ農機株式会社 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農作業の時間短縮＆省エネを実現し、農作物のブランド化に繋げる 

稲刈り後、地力の回復を図るため田を耕す「秋耕」。翌年の肥料の散布量を低減できる
だけでなく、田から発生するメタンガスを半分まで抑制する効果があるとのデータもあ
る。しかし、耕起には大変な労力と燃料などコストが掛かることから、近年では秋耕を省
略して春耕のみに留めている農家も多い。 
 同社が開発したトラクタの耕起系作業機ディスクハロー「KUSANAGI」は、従来の耕起
作業機の約 3 倍の効率で作業できる製品だ。高効率で低燃費、運用コストも安くなるう
え、同社の先行するグリーン関連製品と合わせれば、高品質な有機米の生産やブランド化
にもつながる。「KUSANAGI」は縮小傾向にある国内農業にグリーンビジネスで革新をも
たらす可能性を秘めている。 
 

 

【インタビュー】 

CEO 取締役社⾧ 齋藤 徹 氏 

CTO 取締役/技術本部⾧ 行木 稔 氏 
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Q1. グリーンビジネスを始めたきっかけは 

A. 従来から強みを持つ分野として、技術を育ててきました 

 「KUSANAGI」が革新的な製品として注目していただけるのは非常に嬉しく思いますが、

従来から当社は事業の中でグリーンビジネスに関する技術を育ててきました。 

 例えば、当社が開発したペースト施肥田植機は、土中にペースト状の肥料を注入しながら

田植えを行える製品で、肥料を土中に埋めることで河川への肥料流出を防ぎ、水質障害を防

ぐとともに肥料散布の省力化ができる技術として開発されました。近年では粒状肥料に使

われるマイクロプラスチックの流出も問題視されており、省力化と環境保全を両立できる

ペースト施肥技術が注目されています。 

 さらに、水田では雑草を抑制するために薬剤をまいたり、田植え後に除草機を使って何度

も作業をしたりするのですが、当社は田植えをしながら紙製のマルチを田面に敷設できる

田植機を製品化しています。この製品は有機米生産農家のために作られたもので、敷設する

紙マルチは雑草を抑制し、40-50 日で微生物に分解され自然に還ります。除草剤を使う必要

もありませんし、除草機のように田植え後に手間も掛かりませんから、環境にも優しく作業

も軽減されます。 

 嬉しいことには、紙マルチ農法で栽培した有機米は高価格で販売されており、農業経営の

安定にも繋がっています。大都市部を中心に健康志向がトレンドになっており、有機米は生

産が追いつかないほど人気があり、国内農業では貴重な成⾧ジャンルとなっています。この

ように、従来からグリーンに関連して当社が育ててきた技術が近年改めて認められてきて

います。 

 今回新たに市場投入した「KUSANAGI」は、

耕耘に係る労力とコストを大幅に低減し、環境

にも優しい農業を実現することにつながる製品

です。グリーンでかつ極めて実用的な製品とし

て大きな反響をいただいており、健康的で美味

しい食の生産に大きく貢献できると確信してい

ます。 

 

Q2. 開発で苦労したことなどを教えてください 

A. 海外で使われる大型製品を、日本仕様に最適化するための研究開発です 

 「KUSANAGI」はショートディスクハロー(以下ディスクハロー)という、トラクタに取り

付ける高効率の作業機です。昨秋に販売を開始したところ大変好評をいただいています。従

来使用していたロータリという作業機に比べて３分の 1 程の時間で仕事が終わるわけです

から、人件費も燃料費も、格段に下がります。実際にご購入いただいた農家さんからも「使

わない手はない」と言っていただける代物です。 

 実はこの製品にはモデルとなる海外製品があります。2019 年頃からマヒンドラグループ
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の大型製品を代理店として取り扱い始めたところ、その速さと性能、費用対効果の高さから

北海道で一気に製品が広まり、大きく話題になりました。 

 YouTube などでも話題になる中、ある日「日本の小さな農地に相応しいものに改良して

はどうか」と提案がありました。輸入している製品は海外の広大な農地を耕すための農具で

すから、100 馬力以上のトラクタで使用することを前提としています。幅が 3 メートル以上

もあり重量もとんでもなく重たい。北海道以外の狭い日本の農地では、オーバースペックで

扱い辛かったのです。当然、小型のディスクハローを海外で探してみましたが、そもそも海

外の農地は大規模なところが多く、小さい道具の需要が無いのですね。そこで国内で使用さ

れる 50 馬力程度のトラクタでも動かせる、軽くて丈夫で機動性の高い「日本向けのディス

クハロー」の開発を決心した訳です。 

 当初は、半分くらいのサイズに単純にダウンサイジングしてみましたが、思うような効果

がでません。ただ単に軽くしただけでは、土を掘り起こしてくれないことに気づきました。

海外製の大重量は、土を深く掘り返すため

に必須だったのです。「これはまずいぞ」と

行き詰まりかけたのですが、地面に食い込

ませる「チゼル」という爪を組み合わせるこ

とで解決できるのではないかと、試行錯誤

の挙句「これならイケる」というものが完成

しました。日本の農地向けに開発された初

のディスクハロー「KUSANAGI」が誕生した

瞬間です。 

 

Q3. 今後の展望を教えていただけますか？ 

A. 「持続可能な農業」のモデル確立と地域を活性化できる新ビジネスの開発です 

 「KUSANAGI」の販売も頑張っていきますが、それと合わせて国内の農業が縮小する中、

地域農業の在り方をアップデートするような新しい農業モデルを確立していかなければな

らないという気持ちを持っています。地域循環型で高付加価値な地域産品を創っていくお

手伝いなど、持続可能な農業の実現のためにフォーカスを広げて新しいビジネスモデルを

探していきます。 

 また、市場が縮小する中、当社が持て余している施設や設備を世の中の皆さんに広く貸し

出せないかとも考えています。例えば、当社では大きな機械製品を入れてマイナス 20 度環

境で低温試験が可能なチャンバー設備のほか、高機能な解析ツールなども保有しており、県

内外の企業が新製品の開発工程で、これらの資産を活用してもらえるようなサービスを考

えています。さらに、要望があれば当社の経験に照らして「この辺りを削れば、機能を維持

したまま材料費を安くできる」などコストダウンのアドバイスも可能だと考えています。こ
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れは当然グリーンをテーマにした製品開発

においてもお使いいただけますし、開発スピ

ードの向上や、開発費用の抑制、地域産業の

活性化などにも繋がり、地域力の向上にも寄

与できるのではないかと考えています。 

 今後は企業はもちろん、学校や行政・自治

体とも連携を進めながら、新しいチャレンジ

を進めていきたいですね。 

 

 

三菱マヒンドラ農機株式会社 

〒699-0101 島根県松江市東出雲町揖屋 667-1 

TEL：0852-52-2111 

https://www.mam.co.jp/ 

--------------------------------------------------------------------------------------------- 

大正 3 年から農機具の開発製造を行い、本年で 110 年周年を迎える島根発の農機メーカー。

持続可能な農業への貢献を目指し、省力化やリソースの開放、企業間連携をキーワードに、

グリーンビジネスの領域で従来にないビジネスモデルの確立に乗り出している。 
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株式会社ミライエ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高い開発力で堆肥化事業のコストも労働環境も改善 

 2013 年実施の「家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律」（家畜排せつ

物法）の厳格化に伴い、家畜排せつ物の適正な管理が求められている畜産農家。糞尿を適切

に管理・堆肥化するために、過酷な環境下で莫大なコストをかける必要に迫られている。 

 同社が開発した「イージージェット」は、悪臭の抑制、省力化、さらには大幅なコスト削

減を実現させた。さらに従来よりも堆肥の品質、堆肥化スピードも向上するなど、良いこと

尽くめの製品であり、この領域における循環社会の実現可能性を大きく拡げている。 

 

 

 

 

【インタビュー】 

代表取締役 島田 義久 氏 
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Q1. グリーンビジネスを始めたきっかけ 

A. 「環境事業」は社会にとって必要になるという直感があった 

 先代社⾧である父親は土木設計業を営んでおり、当時から下水の処理設計が得意で、関連

業務を請け負っていました。当時、「このまま下水道が普及すれば汚泥処理が社会問題にな

る」と考え汚泥処理装置について調査したところ、価格や性能で満足いくものがないことが

分かり、父は「市場参入するチャンスがある」と判断したようです。その当時、他社で営業

職として働いていた私は、土木設計には全く興味がなく、父親の跡を継ぐ気も全くありませ

んでした。しかし「新事業として環境事業に参入するから手伝え」と父から声がかかり、U

ターンを即決しました。 

 本当に直感でしたが、「これからは環境に関わる事業が社会で求められる」と強く思った

ことがきっかけです。その中で関わった

事業が「イージージェット」の市場投入

です。基礎研究は島根県畜産技術センタ

ーがしており、2006 年からそれを元に共

同開発を始めました。実際に市場投入で

きたのは 2008 年、私が代表取締役に就

任、従来の測量設計事業を一切やめ、環

境事業一本にシフトチェンジを行いまし

た。今日に至るまで、循環型社会の実現

に向けて事業を推進しています。 

 

Q2. 苦労したことなど 

A. 何社も営業に回ったが、売れない状況が続いた 

 2008 年に市場投入したのですが、2006 年から実証実験も兼ねて営業していました。最初

の年は 1 台ご成約いただいたくらいで、なかなか売れない状況が数年続きました。ただ沢

山の客先を営業に回ったことで、「構造が不明瞭」「すぐ壊れそう」「価格が高い」など、製

品が購入されない理由、つまり「製品の改善すべき点」が自社にストックされていきました。

そこからは顧客の意見も踏まえながら、当社

独自の検証と研究開発を繰り返した結果、素

材から見直してシンプルな構造に変え、また

価格も抑えることに成功しました。当社製品

は、市場で充分に競争優位性を確保できるく

らい安価に抑えております。製品の改良には

非常に苦労しましたが、他社が簡単に真似で

きない仕様まで昇華することができました。 

 また初めて市場投入したころから、インタ



 

 17

ーネットを用いた営業を心がけて居ましたから、製品の改良が出来たころには全国から問

い合わせをいただけるようになっていました。当時は「社⾧ブログ」が好評で、製品の利用

者である畜産業者の声を取材して掲載していました。実際に製品を利用した「喜びの声」は、

受注率 UP に繋がったと思います。その後も耐久性の改善を続け、現在は 90 度の高温から

マイナスになる寒冷地でも壊れない品質を実現しています。 

 

Q3. 今後の展望を教えていただけますか？ 

A. 畜産以外の分野、食品加工や肥料工場での採用を増やす 

 いわゆる「家畜排せつ物法」が厳格化されたことが追い風になり、製品の品質も相まって

受注高を伸ばしていますが、ほとんどのお客様が「10 年に一度購入するかどうか」という

類の製品です。販路拡大に工夫を重ねていく必要があると考えています。現在、販売パート

ナーもいる中国に対して力を入れていま

すが、更に規制の厳格な欧州でも闘える

製品なので、充分にチャンスがあるかな

と考えています。 

 また、家畜排せつ物の堆肥化から始め

た事業ですが、2023 年から食品加工業者

向けにサブスク事業も始めており、販売

領域の拡大に力を入れていきたいと考え

ています。 

 

 

■株式会社ミライエ 

〒690-0021 島根県松江市矢田町 250-167 

TEL：0120-004-285、0852-28-0001 

FAX：0852-31-3981 

https://miraie-corp.com/ 

--------------------------------------------------------------------------------------------- 

2008 年に祖業の「測量設計事業」から資源循環に係る「環境事業」へシフト。食品廃棄物

や家畜糞などの「ゴミ」を微生物の力で堆肥化するべく、持ち前の高い開発力と産学官連携

の成果を持ち寄り、新たに開発された「イージージェット」は、人が従事する時間もほぼゼ

ロ化、寒冷地における高温発酵を可能にする性能を誇り、堆肥化コストも既往製品の半分程

度まで縮減することに成功。2023 年から食品加工業者向けのサブスク事業を始めるなど環

境事業を拡大している。 
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風力発電を守る開発 

 持続可能な社会の実現に向けて盛り上がりをみせるクリーンエネルギー。国際エネルギ

ー機関（IEA）の発表では、2040 年には再生可能エネルギーの 40%の発電設備容量を風力

発電が担うとされている。日本でも風力発電は年々増加しているが、雷の多いお国柄もあり

落雷被害の修繕コストが高いことが悩みの種。対策のひとつが、雷を地中に逃すレセプター

の装着である。 

 同社が開発した高耐久の新素材レセプター「らいじん君©」を利用すれば、補修費用など

の運用コストを大幅に減らせる可能性がある。導入実績が進めば、日本の風力発電の現状に

変革を起こすかもしれない。 

 

 

 

【インタビュー】 

代表取締役社⾧ 守谷吉弘 氏 

加工品事業部 部⾧ 春木和哉 氏 
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Q1. 「らいじん君®」と「雷伝」は、どのような製品でしょうか 

A. 風力発電を守るための製品 

 「らいじん君®」と「雷伝」は、風力発電に用いら

れる風車を落雷から守るために開発しました。風車

のブレードは FRP という素材でできていますが、雷

が落ちると破損してしまいます。そうなると、損傷

具合によっては１ヶ月以上稼働できなくなります。

また風車は基本的には海外メーカーのものが使わ

れていますので、部品を輸入しないといけなくな

り、修繕コストが高価になります。もちろん、風車

製造の海外メーカーも、雷を地中に逃す設備である

ダウンコンダクタを搭載しているのですが、雷がダ

ウンコンダクタを直撃してしまうと、損傷し使えな

くなるため、安全に雷を流すための耐久性の高いレ

セプターが必要になります。従来のレセプターは、

落雷を受けると留めてあるボルトが溶けて安全に

通電出来なくなり、ブレードが破損してしまうこと

がありました。 

 それを解消するのが当社開発のレセプターである

「らいじん君®」です。らいじん君®には、島根県産

業技術センターや松江工業高等専門学校と共同開発

した新素材「STC」を使用しています。熱伝導率の

高い素材のため、従来の素材と比べて溶損を低減す

ることができます。 

 また、どんなに耐久性の高いレセプターであって

も、レセプターのみ取り付けられたブレードでは、

雷がレセプターへ誘導されない問題が起こります。

当社が共同開発した「雷伝」（ダイバータストリップ）

によって、雷を上手くレセプターに誘導することが

可能となりました。 

 

Q2. どのような経緯でグリーンビジネスに参入されたのでしょうか 

A. ご縁があり開発の機会をいただました 

当初は、島根県産業技術センターが開発した新素材「STC」を用いて、熱伝導率の高い特

殊なチップを開発して欲しいというお話をいただきました。しかし、既製品でも十分対応で

きた為、STC は別のものに応用しようという話になりました。様々な関係者に相談してい
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たところ、松江高専の先生から「耐久性が高く、熱伝導率も高いなら、風車のレセプターに

使えるかもしれない」とご提案を頂き、開発を始めました。以前より当社では、EV 自動車

等に使われる積層モーターコアを試作していたので、脱炭素や新エネルギーに係る製品は

作っていましたし、レセプターの開発も手が付けやすかったのですね。 

 「らいじん君」「雷伝」も含め、どれも狙っ

て開発したというよりは、様々なご縁を大切

にしてきた結果、グリーンビジネス領域にお

いても当社の技術が必要とされたのだと思い

ます。当社のルーツが創業者であり祖父の「刀

鍛冶」ということもあり、金属の切削加工や

焼き入れ加工、研磨加工は得意分野です。今

後も自分達の強みを活かして、このようなご

縁が増えれば嬉しいです。 

 

Q3. 今後の展望を教えていただけますか？ 

A. まずは実績を積み重ねることが大切だと考えています 

2014 年にこの製品を開発し、すぐに落雷多発地域である日本海沿岸に設置された風車で

採用されたのですが、採用実績がまだまだ少ないのが課題です。もちろん、事業者様も当社

製品に高い関心を寄せて戴けるのですが、風車メーカー保証等の関係で導入に二の足を踏

まれる方が多いのです。風車にも保証期間というものがあり、その間に発生した故障などは

保証が効きますが、正規品ではない部品が取り付けられると保証が受けられないことにな

るため、保証期間の過ぎた風車にしか施工できないのが実態です。 

 一方、取り付けた風車ではきちんと成果が出ており、最初に取り付けた日本海沿岸の風車

では、それまでは毎年補修が必要だった

ものが、取付け後は大きな破損が減り、レ

セプターの交換もせずに今日に至ってい

ます。ブレードの交換となると数百万円

規模の費用が掛かると想定しています

が、当社の製品を取り付けた場合、このコ

ストを大幅に低減できると考えていま

す。この効果を少しでも多くの事業者様

に体感していただきたく、少しずつ実績

を増やしていければ嬉しいです。 
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■株式会社 守谷刃物研究所 

〒692-0057 島根県安来市恵乃島町 113-1 

TEL：0854-23-1311 

FAX：0854-23-1403 

https://www.moriyacl.co.jp/ 

--------------------------------------------------------------------------------------------- 

日立製作所安来工場刃物研究所の専属協力工場として、前身となる守谷作業所を 1953 年に

開業。刀匠だった創業者が保有する高い金属加工技術を今日まで引き継ぎ、付加価値を高め

る加工技術で事業を拡大している。現在は、特殊鋼（ヤスキハガネ）を使った精密機械加工

や、サブミクロンレベルの精度が求められる自動車搭載用ベーン、積層モーターコアの試作

から量産まで行う。 
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CHAPTER２  

グリーンビジネス関連製品・サービスの

紹介 

■エネルギー関連製品  

エネルギーマネジメントシステム（EMS）「エネ達」（山陰酸素工業株式会社） 

垂直太陽光発電システム「ソラミンゴ」（山陰酸素工業株式会社） 

プラズマスプレー法を用いた高機能粒子製造装置及び受託試験（竹内電機株式会社松江研究室） 

高所設置 LED 表示板で無駄になる上向き光を有効利用する砲弾型 LED（株式会社トリコン） 

工場の省エネを強力にサポートするシステム・サービスを提供（株式会社ハマ電機） 

制御盤の設計・製作（樋野電機工業有限会社） 

バイオマス発電所及びバイオ炭の活用（木質チップガス化発電）（株式会社藤井基礎設計事務所） 

「らいじん君」(レセプター)、「雷伝」(ダイバータストリップ)（株式会社守谷刃物研究所）  

 

 

 



 

 24

 



 

 25

 



 

 26

 



 

 27

 



 

 28

 



 

 29



 

 30

 



 

 31

 

 

 



 

 32

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CHAPTER２  

グリーンビジネス関連製品・サービスの

紹介 

■自然由来製品 

1 枚の紙が世界を変える！？ バナナペーパーのご案内（株式会社河内） 

添木結束クランプ（株式会社協栄ファスナー工業） 

バンブークランプ（株式会社協栄ファスナー工業） 

オーダーメイド型紙製什器「しまね D ブリッヂ」®（株式会社タカハシ包装センター） 

ベントナイト（島根県大田市産）製品（日本ベントナイト工業株式会社） 

脱プラスチックに貢献する、竹・木製品の提供（株式会社ひろせプロダクト） 

リグノフェノール（株式会社藤井基礎設計事務所） 
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CHAPTER２  

 

グリーンビジネス関連製品・サービスの

紹介 

■資源循環・環境保全 

太陽光パネルリサイクル、プラスチックマテリアルリサイクル（アースサポート株式会社） 

遠隔監視/操作機能付き BMS を活用したリユースバッテリー製品展開（I-PEX 島根株式会社） 

廃タイヤビードワイヤー除去装置【ビードヌッキー】（株式会社イワタクリエイト） 

電気浸透脱水機 ELO-Ms(汚泥脱水機)/スリットセーバー(固液分離機)（株式会社研電社） 

ファイバーレーザー加工機/サーボプレスブレーキ/ファイバーレーザー溶接機（株式会社研電社） 

リサイクル材料を用いた安定成型の実現（城東化成株式会社） 

セラミックサンド（株式会社丸惣（石州瓦工業組合）） 

重金属類吸着剤メタルグリッド A（大福工業株式会社） 

パーライト再生（日本ベントナイト工業株式会社） 

アクアミキサー～気体を液体に効率よく簡易に溶し込む、水の都の特許技術～（松江土建株式会社） 

イージージェット（株式会社ミライエ） 
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